












確かに、厚生労働省（「平成 28 年簡易生命表の概況」平成 29 年７月 27 日、
２頁）によれば、私が誕生した 1947（昭和 22）年の平均寿命は、男 50.06 歳、
女 53.96 歳ですので、その当時でも、70 歳まで生きるのは稀だったかもしれ







　他方、平成 28 年現在 70 歳の男の平均余命は、15.72 歳、女 19.98 歳です。




　ある海外の研究（Human Mortality Database, U.C. Berkeley(USA) and 
Max Planck Institute for Demographic Research(Germany)）によりますと、
「日本では、2007 年に生まれた子供の半数が 107 歳より長く生きる」と推
計されているようです（「人生 100 年時代構想会議 中間報告」平成 29 年 12
















年です。そのときの 18 歳人口が約 249 万人（大学への進学率は男 18.7％女

























































































































































































関の在り方について（審議まとめ）」（2015 (H27) 年３月 27 日）でも、質の
高い専門職業人を養成するため、実践的な職業教育を行う新たな高等教育機
関の創設を提言しています。
　アカデミックな教育課程に偏った大学の変革が迫られています。いわゆる
実学重視の教育に大学が変わろうとしています。
　今日の産業社会は、どんな状況にあるのでしょうか。AI の進展により今
17学びの道の回想  ～明日に生きる花束を君に～
まであった職業がなくなるともいわれています。雇用も流動化することで
しょう。生涯にわたって同一の仕事をやり続けることができないかもしれま
せん。そのため、キャリア・アップやキャリア変更を求められる場面も想定
されています。そのような社会に対応できる人材の育成を教育機関が担うこ
とになります。
　しかし、単なる実学教育だけでは、科学技術の進展や産業構造の変化に対
峙できないとおもいます。どのような場面に遭遇しても、それを乗り越える
力、それこそが考える力に違いありません。社会がどのように変転していく
かを究める力こそ大学教育に必要であると認識しています。短大において、
実践力の養成のみならず思考力の養成もこれからも続けられんことを願って
います。
エピローグ
　副題として、「明日（あした）に生きる花束を君に」と付けました。どん
な花束か？それは、恥ずかしながらお話した私の愚かしい経験です。大学時
代の決断の失敗は、自分の中で勝手に思い込んでいたことであり、あとから
みると若気の至りの勘違いでした。全てにおいて意味ある出来事でした。
　その大学に進学し、ゼミナールを選択したからこそ、学びの道の師に出会
うことができました。苦労したフランス語を選択した故に、フランスの研究
の道も開かれました。アナウンサーにはなれませんでしたが、教壇で話す機
会を得ることができました。岩手県への就職も、本学への異動も、一本の糸
で結ばれているようにおもえてなりません。
　皆様には、もっともっと素敵な輝かしい人生が待っています。失敗を恐れ
ずに自ら掲げた目標達成のために果敢に挑戦しましょう。100 年といわれて
いる長い人生の途上、失敗したとか負けてしまったなどの敗北感を味わい、
思い悩むこともあるかともおもいます。しかし、聡明な皆様は、それをつぎ
のステップのチャンスとして、更なる山に向けて明るく爽やかに登攀すると
信じています。
　当初、女性だけの学生に接することに躊躇していた私ですが、「人間教育
の光の城」の本学で秀麗な皆さんと学び合えたことこそが、私の一生の宝で
す。光り輝く宝石のような瞳の皆様に最終講義を受けて頂きこれほどの喜び
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はありません。本当に有難うございました。最後に、拙くて恐縮ですが、歌
を聞いてください。私の宝物である皆様に、「’O sole mio（わたしの太陽）」
を贈ります。
